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第３回三木市地域公共交通検討協議会 

 

日時：平成３０年６月４日（月） 

   午後３時～午後４時３０分 

場所：三木市役所 ５階 大会議室 

 

１ 開会 

○事務局 

それでは失礼いたします。 

 皆様、改めましてこんにちは。定刻となりましたので、ただいまから第３回三木市

地域公共交通検討協議会を開催いたします。 

 私は、三木市都市整備部交通政策課で課長をしております○○と申します。どうぞ

よろしくお願いをいたします。 

 昨年の１１月末ですけれども、前回第２回の協議会を開催いたしましてから、約半

年が経過いたしております。本日につきましては、計画の目標、あるいは基本方針と

いった計画の柱の部分につきまして、計画の素案、いわゆるたたき台ですけれども、

御提示をいたしたいと考えております。一部におきましては、まだ不完全な部分もあ

るわけでございますけれども、現段階におけます成果ということで、本日、素案を御

提示することといたしました。今後は皆様からの御意見等を踏まえまして、更により

よい形に仕上げてまいりたいと考えております。 

 本日は、主に計画素案につきましての御協議をお願いするわけでございますけれど

も、計画策定スケジュールの見直しのほか、デマンド型交通の導入検討に向けた協議

を行うため、本協議会の下部組織といたしまして、三木市デマンド型交通検討部会を

立ち上げておりますけれども、そこにおきましても一定の協議の進捗がございますの

で、現段階における協議の進捗状況につきましても、併せて御報告いたします。本日

も盛りだくさんの内容となっておりますが、よろしく御協議のほどお願いいたします。 

 なお、本日は遅くとも午後５時には終了いたしたく考えておりますので、会議の円

滑な進行につきまして御協力を賜りますよう、併せてお願いをいたします。 

 それでは、初めに資料の確認をいたします。以下、着座の上、失礼をいたします。 

それでは、まず、会議の次第でございます。それに続きまして、資料１、右肩に

資料番号を書いておりますけれども、資料１として委員名簿。それから資料２といた

しまして、本日の配席図。それから資料３といたしまして、前回協議会の議事録でご

ざいます。それから資料４といたしまして、交通網計画の策定スケジュールの見直し

についてということで、資料４。そして、資料４－２でございます。それから資料５

といたしまして、デマンド型交通の導入検討の進捗状況について。それから資料６に

なりますけれども、計画の素案、全体版の冊子でございます。最後に、資料７といた

しまして、計画素案の概要版、Ａ３の両面になっておりますけれども、そちらが資料

の一式でございます。お手元資料につきましては、過不足等はございませんでしょう

か。 

 それでは、以降、会議次第に沿って進めてまいります。 

 

資 料 ３  
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 まず初めに、本協議会の開会に当たりまして、協議会会長の○○様から御挨拶をお

願いいたします。 

 

２ 会長挨拶 

○会長 

皆さん、こんにちは。すっかり夏になってきたような感じですけれども、お忙し

い中、お集まりいただきありがとうございます。 

 本日、さきほどありましたとおり、昨年１１月に第２回を行って、少し時間が経ち

ましたが、第３回三木市地域公共交通検討協議会を開催したいと思います。 

本日の議題は、お手元にあるとおりなんですけど、さきほど事務局のほうからも

御説明がありましたけど、新たな三木市の体制を整える中で、公共交通の全体を議論

して、この会議で計画を作ろうとしているわけですけど、三木市全体の計画の進捗、

更に公共交通の議論をもう少しじっくりやっていく必要性があるという点と、更に御

案内のとおり、粟生線の三木駅が類焼という形になったわけですが、その結果として、

新たな形を作っていけるという、そういうきっかけにもなるわけです。そのあたりの

議論を踏まえながら、この会議の計画を立てていく必要性がありますので、それも含

めて少しスケジュールを変えていくという形で、この後、御報告をさせていただきます。 

 そういう意味では、本日、当初はもうちょっと形成計画の固い案が出てくるという

お話を昨年はしていたかと思うんですけど、そういった経緯もありますので、本日は

この時点での案ということで、皆様がたから忌憚のない御意見をいただきたいと思っ

ておりますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

○事務局 

会長、ありがとうございました。 

 

３ 委員紹介 

○事務局 

 それでは、次第の３、委員紹介に移ります。本年度初めての協議会ということもご

ざいますし、人事異動等によりまして、今回の協議会から新たに参画をいただいてお

ります委員のかたもおられますことから、この際、改めて委員の皆様を御紹介いたし

ます。 

お手元、資料１を御用意いただきたいと思います。こちらを順番に御紹介させて

いただきたいと思います。 

さきほど会長御挨拶をいただきました国立大学法人神戸大学、学長顧問の○○様

でございます。 

○会長 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局  

 三木地区の市民の代表といたしまして、前三木地区長協議会副会長の○○様でござ

います。 

○○○委員  
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 はい、○○です。よろしくお願いします。 

○事務局  

 続きまして、三木南地区の市民の代表といたしまして、三木南地区区長協議会会長

の○○様の本日は代理出席といたしまして、○○様でございます。 

○○○委員代理  

 ○○です。どうぞよろしくお願いします。 

○事務局  

 続きまして、志染地区の市民の代表といたしまして、志染地区区長協議会御推薦、

らんらん倶楽部代表の○○様でございます。 

○○○委員  

 ○○です。 

○事務局  

 続きまして、細川地区の市民代表といたしまして、細川地区区長協議会会長、○○

様の本日は代理出席の○○様でございます。 

○○○委員代理  

 ○○です。よろしくお願いします。 

○事務局  

 続きまして、口吉川地区の市民代表といたしまして、口吉川地区区長協議会会長の

○○様でございます。 

○○○委員  

 よろしくお願いします。 

○事務局  

 続きまして、青山地区の市民代表といたしまして、青山地区区長協議会会長の○○

様でございます。 

○○○委員  

 ○○です。どうぞよろしくお願いします。 

○事務局  

 続きまして、神戸電鉄株式会社、経営企画部長兼鉄道事業本部長付部長の○○様で

ございます。 

○○○委員  

 ○○です。よろしくお願いします。 

○事務局  

 続きまして、神姫バス株式会社、バス事業部計画課地域公共交通担当課長の○○様

でございます。 

○○○委員  

 ○○でございます。どうぞよろしくお願いします。 

○事務局 

 続きまして、神姫ゾーンバス株式会社、代表取締役の○○様でございます。 

○○○委員  

 ○○でございます。よろしくお願いします。 
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○事務局  

 続きまして、一般社団法人兵庫県タクシー協会、東播支部支部長の○○様でござい

ます。 

○○○委員  

 ○○です。よろしくお願いいたします。 

○事務局  

 続きまして、三木商工会議所、副会頭の○○様でございます。 

○○○委員  

 よろしくお願いします。 

○事務局  

 続きまして、吉川町商工会、事務局長の○○様でございます。 

○○○委員  

 ○○です。どうぞよろしくお願いします。 

○事務局  

 続きまして、国土交通省神戸運輸監理部兵庫陸運部輸送部門、首席運輸企画専門官

の○○様の本日は代理出席といたしまして、同運輸企画専門官の○○様でございます。 

○○○委員代理  

 ○○です。よろしくお願いします。 

○事務局  

 続きまして、兵庫県三木警察署、交通課長の○○様でございます。 

○○○委員  

 ○○です。よろしくお願いします。 

○事務局  

 続きまして、兵庫県北播磨県民局加東土木事務所、所長補佐の○○様でございます。 

○○○委員  

 ○○です。どうぞよろしくお願いします。 

○事務局  

 続きまして、北播磨総合医療センター企業団、参事の○○でございます。 

○○○委員  

 ○○でございます。よろしくお願いします。 

○事務局  

 続きまして、三木市都市整備部道路河川課、課長の○○でございます。 

○○○委員  

 ○○です。どうぞよろしくお願いします。 

○事務局  

 最後に、三木市都市整備部長の○○でございます。 

○○○副会長  

 いつもお世話になっております。○○です。この４月から市の一部組織改編がござ

いまして、前回はまちづくり部長としてこの会に出席をしておりましたが、このたび

都市整備部長として出席ということで、よろしくお願いいたします。 
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○事務局  

 委員の皆様、ありがとうございました。 

 

４ 前回議事録の確認 

○事務局 

 それでは次第の４、前回の議事録の確認に移ってまいります。本協議会設置要綱第

６条第１項の規定に、本協議会は会長が招集しその議長となるとありますことから、

ここからの会議の進行につきましては、○○会長にお願いいたします。よろしくお願

いいたします。 

○会長  

 はい、そういうことですので、ここからやっていきたいと思います。 

３番まで終わりましたので、４番、前回議事録の確認ということで、ずいぶん分

厚い議事録かと思いますが、事務局からお願いします。 

○事務局  

 失礼します。こんにちは。三木市交通政策課の○○と申します。よろしくお願いい

たします。座って説明させていただきます。 

 前回議事録の確認ということで、右肩に資料３と書いてあります、ホッチキス止め

３５ページに及んでおります資料でございます。こちらにつきましては、昨年１１月

２９日、三木市役所におきまして、第２回三木市地域公共交通検討協議会の議事録と

なっております。 

 内容としましては、人口関連資料の確認。また、協議事項としまして第４次三木市

公共交通網計画の検証について。報告事項としまして、新たな公共交通網の計画策定

に向けたアンケート調査結果及び公共交通に関する地域の聞き取り結果について。ま

た、デマンド型交通の検討状況について。最後に、その他としまして第５次三木市公

共交通網計画の今後の位置付けについて。また、今後のスケジュールについてを議論

として挙げております。 

 以上でございます。 

○会長  

 皆さんの御発言をできるだけ拾うような形で作っておりますが、もし何かお気付き

の点がありましたら、また事務局のほうに御連絡いただければと思います。 

時間の関係でここではあまり時間を取れませんので、その点もお含み置きいただ

ければと思っております。 

 

５ 報告事項 

 (1) 「三木市地域公共交通網形成計画」の策定スケジュールの見直しについて 

○会長 

 それでは早速ですが、まずは報告事項へ移りたいと思います。１番として、スケジ

ュールの見直しとありますが、事務局からお願いします。 

○事務局  

 失礼します。報告事項の１、三木市地域公共交通網形成計画の策定スケジュールの
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見直しについて説明させていただきます。お手元の右肩資料の４を御覧ください。 

 今回の三木市地域公共交通網形成計画の策定に当たりましては、次のとおり計画ス

ケジュールを見直しまして、今後の計画策定を進めていきたいと考えております。 

見直しの内容につきましては、当初予定しておりました平成３０年７月から平成

３１年３月に変更したいと考えております。 

 見直しの理由としましては、一つ目に公共交通に関する現状把握及び分析を踏まえ

た計画立案のほか、本市の特性や人口、財政規模に見合う公共交通に係る適正な財政

負担の検討などに日数を要し、当初のスケジュールでは本市にとって真に必要となる

中長期的な計画策定ができないこと。 

 また二つ目としましては、本年３月の火災により焼失しました神戸電鉄粟生線三木

駅の整備の方向性につきまして、交通結節点の強化を図る観点から、本計画に含める

とともに、整合を図る必要がありますことから、当初の７月から３１年３月に変更を

挙げております。 

 見直し後のスケジュールにつきましては、３のところでございますが、見直し前は

平成３０年、今年の３月に計画素案の策定を予定しておりましたが、素案策定は６月

となっております。住民説明会は５月から予定しておりましたけれども、住民説明会

につきましては１２月からを予定しております。 

 また今後、計画素案策定の後、具体的な計画内容についての計画案の検討を９月、

計画案の策定を１１月、計画策定を来年３月、計画開始を４月と考えております。 

 一つページをめくっていただきまして、資料４－２のほうにＡ３横長で大きく書か

せていただいております。この本協議会につきましては、昨年度７月２７日と１１月

２９日に１回目、２回目を開催し、本日が３回目となっております。今後は、９月頃

に４回目、１１月頃に５回目を、最後３月頃に６回目を開催させていただき、計画の

策定をしていきたいと思っております。 

また、下部組織のスケジュールにつきましても書いております。平成２９年度に

は３回開催しておりました。今年度の予定としましては、８月頃に第４回目を開催し

たいと思います。デマンド型交通の検討状況につきましては、この後、また報告事項

２として報告させていただきます。 

 以上でございます。 

○会長  

 さきほどありましたように、２点理由がありまして、少し計画の策定スケジュール

を遅らせるということになりました。関連計画と言うか、上位計画と言ったほうがい

いと思いますが、三木市の将来のまちづくりの計画も並行して今年度議論が進んでお

りますので、その議論成果を取り入れる関係もありまして、整合性を取るということ

での判断でございました。 

 何か報告事項ですけど御質問はございますでしょうか。よろしいでしょうか。これ

は、こういう形で進めさせていただくということでございます。 

 

 (2) デマンド型交通の導入検討の進捗状況について 

○会長 
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 続きまして、報告事項２番ということで、本協議会の部会でありますデマンド型交

通の導入検討に関わる検討の状況でございます。これも事務局からお願いします。 

○事務局  

 三木市都市整備部交通政策課の○○と申します。私のほうから、資料５につきまし

て御報告させていただきたいと思います。以下、座って説明させていただきます。 

そういたしますと、デマンド型交通の導入検討の進捗状況についてということで、

御報告させていただきます。 

 まず１番、部会の設置につきまして、現在の公共交通の利用状況を踏まえ、デマン

ド型交通の導入の可能性や導入する場合における運行形態などについて検討するため、

三木市地域公共交通検討協議会、こちらの下部組織としまして三木市デマンド型交通

検討部会を設置しております。委員の皆様につきましては、２の部会の組織の表に記

載しておるとおりでございます。 

 部会の開催状況につきましては、平成２９年９月５日から平成３０年３月３０日に

かけて全３回、今のところ開催しております。この３回の協議の内容につきまして、

４、部会における協議内容のところでまとめておりますので、こちらを御説明させて

いただきます。 

 まず１番、デマンド型交通の導入検討方針の策定ということです。デマンド型交通

の導入検討に当たっては、鉄道や路線バス、タクシーなどの他の公共交通手段と合わ

せた地域公共交通網を構築する必要があることを踏まえまして、導入検討方針を次の

とおり定めております。 

 まず方針１ですけれども、市内の各公共交通が果たす役割を整理した上で、デマン

ド型交通の位置付けを明確にするということです。方針２と３では、デマンド型交通

の導入検討に当たっては、「４つの着眼点」を基に行うということです。方針１と方

針２につきまして、以下の表を付けておりますので、こちらで御説明させていただき

たいと思います。 

 まず図１ですけれども、各公共交通の機能・役割分担について整理した表でござい

ます。既存の公共交通、いろいろとあるわけなんですけども、その中でデマンド型交

通についてはどういった機能・役割分担をしていくかということで記載しております。 

デマンド型交通につきましては、定時定路線の運行ほど需要は見込めず、また交

通空白地などの地域を対象に、ニーズに応じた運行を担うということで整理をしてお

ります。 

 その下の図２ですけれども、図２の下のほうですけれども、デマンド型交通の位置

付けとしまして、既存の路線バスを補完または代替し、主として高齢者等の移動ニー

ズに即した新たな交通手段であるという形で位置付けを行っております。 

 １ページめくっていただけますでしょうか。こちらはさきほどの方針２の具体的な

説明の資料となっております。図３でデマンド型交通の導入検討地域の選定に当たっ

ての検討項目及びその考え方ということで、さきほど「４つの着眼点」とお伝えした

のが、この表の左側、縦の列ですけれども、「１ 地域の移動需要特性」、「２ 地

域構造」、「３ 財政的制約」、「４ 既存の公共交通に与える影響及び交通事業の

持続可能性」という「４つの着眼点」に注目しているというところでございます。 
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 具体的な内容としましては、「① 市民の移動ニーズ」ということで、アンケート

調査の地域別のデマンド型交通に対する利用意向が高い地域を、導入に適した地域と

考えるというような考え方。 

 ②におきましては「人口及び居住地の分布状況」ということで、人口密度が低く、

人口の分布が比較的分散している地域を導入に適した地域とするというところでござ

います。 

 「③ 財政負担軽減の可能性」ということで、利用者数１人当たりの補助金額が大

きい路線バスをデマンド型交通に代替することにより、財政負担の軽減につながる可

能性がある地域を、導入に適した地域とするというところでございます。 

 「④ 既存の路線バスとの関係性」につきましては、公共交通の人口カバー率が低

く、既存の路線バスとの関係性が低い地域を、導入に適した地域と考えるというとこ

ろでございます。 

 最後に、「⑤ 地域ふれあいバスの運行の有無」というところで、地域ふれあいバ

スが運行していない地域を、導入に適した地域とするというところで、「４つの着眼

点」を整理したというところでございます。 

 その下の「（２）デマンド型交通の導入検討における留意点」ということで、３点

挙げております。 

 １番目が、地域ふれあいバスの運行地域についても、デマンド型交通の導入検討対

象に含めるということです。 

 ２番目に、デマンド型交通の導入に当たりましては、地域主導の下で、市及び交通

事業を行う者と協働して取り組むというところです。 

 最後に３番、デマンド型交通の導入に当たっては、一定の期間を定め事前に試験運

行しまして、運行方法を検証するというところでございます。 

 以上の点につきましては、過去３回の部会で協議した内容のまとめとなっておりま

すので、御確認いただけたらと思います。 

 こちらにつきましては、以上です。 

○会長  

 下部部会のほう、こちらのほうも座長は私が引き受けておりますけれども、昨年度

行った議論でございます。昨年度ですので、神姫ゾーンバスの委員が○○委員という

ことになっているのは御承知置きいただきたいと思います。 

ここに載っているような形で、デマンド型交通の位置付けということで、地域ふ

れあいバスと機能・役割的には似通ったところですから、これを場合によっては使え

るかも分からないということで、今後全体の中で議論していくということになってい

くかなというふうに思っているところでございます。 

 何か御質問ございませんでしょうか。 

○○○委員  

 青山地区の○○と申します。デマンド型交通の捉え方、イメージがどういうものか

というのが、もう一回ちょっと説明もらいたいんですけどね。いわゆる京丹後市がや

っている形なのか、どういうものなのかをちょっと御説明願いたいと思います。 

 私が、例えば地域に戻って住民の皆さんに説明するとした場合、三木市のデマンド
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型交通を繰り返し言ったとしても、何も分からないというふうに思うんですけどね。

その辺、ちょっと御説明をお願いします。 

○事務局  

 御質問ありがとうございます。まず、デマンド型交通、御存じのところもあろうか

と思いますけれども、電話予約等によって利用されるかたのニーズに応じて、柔軟に

運行する形態の交通手段ということです。 

 具体的なところは、運行形態ですね、どういうふうにしていくのかというところに

つきましても、まだ現段階ではっきりと決まったことはないです。ただ、一般的にデ

マンド型交通と言われた場合に、一つはバス停をきちんと定めて、そういうルートに

沿って、定時定路線型と言われるものなんですけれども、決まった時間に決まったバ

ス停を経由すると。それは、電話によって使いたいと言われるかたがいらっしゃった

場合に、運行がスタートするという場合のものもありますし、ドアトゥードアで呼び

掛けがあったところに車両が来て、行きたいところに行けるというような形態のもの

もあります。タクシー事業等々との区別をする目的で、御自宅まではちょっとお邪魔

できない。ただ、最寄りの施設であったり、商店であったり、そういうところを目的

地にする、あるいはお迎えする場所にするということが可能であるというふうにする

デマンド交通もあります。いろんな形態がありますので、現時点ではこういうデマン

ド交通っていうことは、この場ではちょっとまだお伝えできないんですけれども、ひ

とまずこれから検討をするという段階でございます。 

○○○委員  

 分かりました。 

○会長  

 よろしいでしょうか。定時定路線のバスが走るほどの需要はないけれども、何か地

域に足を入れるということで、この手法も使えることがあるという、その段階で、ど

ういう形で使うのかは今後の議論ですし、それで費用もどういう形で賄うのかという

議論が当然あるわけなんで、それは正にこの形成計画全体が半年延びるという中で議

論に入っていきますけど、その辺のところの議論も詰めてからじゃないと、ここから

先は具体の話には入っていないのでというところがあるかと思います。 

○○○委員  

 分かりました。 

たぶん住民はデマンド型っていうと、すごい期待感があると思うんですよ。電話

一本でね。だから、そういうのをいきなりそういうものに期待されると困るんで、そ

の辺をしっかりと、我々も帰って説明する場合に明確にしておきたいなというふうに

思いました。 

○会長  

 ありがとうございます。それ以外はございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは報告事項２はここまでということで、２点終わらせていただきます。 

 

６ 協議事項 「三木市地域公共交通網形成計画」の素案について 

７ その他 
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○会長 

 では、本日のメインになります協議事項であります「三木市地域公共交通網形成計

画」の素案についての議論に入っていきたいと思います。 

まずは、素案について事務局から御説明願いたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

○事務局  

 はい、失礼します。資料のほうはお手元の資料６、三木市地域公共交通網形成計画

の素案（全体版）というクリップ止めした分厚い資料でございます。こちらと、もう

一つ、資料７でございます。同じく形成計画素案の概要版、Ａ３の裏表のもの、この

二つを使っていきたいと思いますが、時間の都合上、全体版を全て御説明させていた

だくのは、時間が限られておりますので、計画の構成等を全体版を使って説明させて

いただき、概要版で素案の説明に入らせていただきたいと思います。 

 そうしましたら、まず全体版のほう、分厚いほう、こちらをお開きください。こち

らのクリップを外していただきましたら、一番表が表紙と、裏に目次がございます。

目次に従いまして、１章、２章、３章、４章、５章、６章、７章、８章と準備してお

ります。この８章は、各章ごとにクリップで止めておりますので、一番冒頭の１とか

２とか書いてありますので、それが第１章、第２章ということになります。 

 そうしましたら、まず第１章ですけれども、こちらは「はじめに」ということで、

本計画策定の目的であるとか、計画対象期間であるとか、計画対象区域及び関連計画

の整理等、基本的な事項を記載させていただいております。最後に、さきほどお話の

ありました６ページになるんですけれども、計画の構成を書かせていただいておりま

す。 

 二つ目に、地域の現状等でございます。こちらにつきましては、第２章でございま

す。本市の概況であるとか、人口等に関する現状を書いております。人口につきまし

ては、人口の推移、将来の予測図、地域別人口、また高齢化率等を書かせていただい

ております。 

 続きまして、第３章でございます。第３章は１６ページから、ちょっと多いですけ

ど５０ページまでございます。公共交通の現状等についてでございます。公共交通の

現状、概況ということで、現在の三木市の公共交通網図を付けさせていただきまして、

鉄道、いわゆる神戸電鉄粟生線、こちらの概況であるとか、バスにつきましては路線

バス、旧のコミュニティバス、北播磨総合医療センター方面行きバス、また地域ふれ

あいバス、タクシー等を書かせていただいております。 

 また、公共交通カバー率ということで、公共交通カバー率というのは、市外及び各

地域の全人口に対する鉄道の駅や、バス停からの徒歩圏内の人口の割合を示すもので

ございますけれども、こちらのカバー率のほうを書かせていただいております。 

 徒歩圏というのは、鉄道駅とバス停とで違っておりまして、鉄道駅が８００メート

ル圏内、バス停が３００メートル圏内となっております。こちらの資料も載せさせて

いただいております。 

また、駅周辺の状況、パーク＆ライド等とありますとか、駅周辺の状況等も載せ

させていただいております。 
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 更に、住民ニーズ等ということで整理させていただいておりまして、昨年度実施い

たしました三木市公共交通に関するアンケート調査の調査結果であるとか、地域から

のヒアリング結果ということで数団体からヒアリングをさせていただいておりますの

で、この結果等も載せさせていただいております。 

 また最後に、公共交通に関する市の経費ということで、財政負担、市の負担経費の

推移等を載せさせていただいております。ちょっとボリュームが多いんですけれども、

これが第３章ということで、公共交通の現状等になります。 

 続きまして、第４章です。第４章につきましては、平成２９年度で終わりましたが、

第４次交通網計画における取組効果の検証を記載させていただいております。第４次

の三つの基本方針に従いましてやってきました事業の取組効果につきまして書いてお

ります。実施状況や効果を検証しまして、各施策、事業の今後の対応、継続、見直し

等について評価を書かせていただいております。 

 続きまして、第５章です。第５章は６１ページからですけれども、この本計画に向

けました課題の整理をさせていただいております。本計画の策定に当たりましては、

この本協議会であるとか、さきほど申し上げましたデマンド型交通検討部会の開催状

況を書かせていただき、また本市の計画の策定の背景であるとか、本市の現状である

とか、第４次計画の検証であるとか、また協議会デマンド部会におけるデマンド型交

通の位置付け等を書かせていただきまして、課題に結び付けさせていただいておりま

す。 

 第６章につきましては、６５ページからになります。こちらが本計画の目標及び基

本方針になっております。本計画の目標、基本方針を提示させていただき、施策、事

業につきましても提示させていただいております。 

 第７章につきましては、本計画に基づく地域別の具体的取組でございますけれども、

こちらにつきましては、今後策定予定ということで、計画を作っていきたいと思って

おります。 

 最後に、第８章が数値目標及び推進体制になりますが、こちらにつきましても、数

値目標を今後基本方針に基づきまして、指標等を設定させていただきたいと考えてお

ります。また最後に、推進に対する役割分担ということで、ＰＤＣＡサイクルの構築

等を書いております。 

 続きまして、概要版のほう、資料７のほうに移りたいと思います。よろしいでしょ

うか。Ａ３表裏の両面のものになりますけれども、こちら三木市地域公共交通網形成

計画素案の概要版になります。 

 一つ目に、計画策定の目的を書かせていただいております。地域の基幹交通の維持

と公共交通ネットワークの構築により、公共交通を中心としたまちづくりを推進する

ために本計画を策定いたします。 

 二つ目に、計画対象区域としましては三木市全域でございます。 

 三つ目に、計画対象期間としましては平成３１年度から平成３５年度までの５年間

となっております。 

 四つ目に、三木市の公共交通の課題としまして、本計画の策定に当たりまして、人

口及び高齢化の推移並びに公共交通の利用実態の把握であるとか、市などが策定して
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おりますまちづくり等の関連計画の調査、また、昨年度終わりました第４次三木市公

共交通網計画における取組効果の検証等を実施しました。更に、公共交通の新たな選

択肢としまして、デマンド型交通の導入検討に向けた協議も実施しました。その結果

を踏まえまして、公共交通を取り巻く課題を次のとおり整理しております。 

 現状等の整理としましては、ポツが並んでおりますけれども、上から順番ですが、

粟生線及び幹線バス、いわゆる広域、市外に及びます広域バスの維持・存続、また公

共交通とまちづくりとの連携、人口減少、超高齢社会の到来、地域拠点のにぎわいづ

くり、ポツの四つ目、公共交通にかかる多額の財政負担、利用実態により即した運行

形態への見直し、駅へのアクセス性の向上、そして三木駅の再生、また利用しやすい

交通環境の仕組みづくり、最後に、公共交通の利用啓発といったところを現状等の整

理として挙げさせていただいております。 

 これらを踏まえまして、本計画の策定に向けた課題としまして、五つほど挙げてお

ります。 

課題の一つ目が、鉄道及び幹線バスを軸とした将来の都市像を念頭に置きました

交通網の構築でございます。 

 課題の二つ目としましては、人口が減少する中、地域特性に応じた交通網の構築で

ございます。 

 課題の三つ目としましては、効率的、また、効果的な交通網の構築となります。 

 課題の四つ目としましては、鉄道駅等の交通結節点の設備環境改善による利用の促

進を挙げております。 

 最後に課題の五つ目としまして、住民との協働による公共交通の認知と利用促進を

挙げております。 

 ページを一つめくっていただけますでしょうか。２ページを御覧ください。 

 ２ページでは５としまして、計画の目標及び基本方針を書かせていただいておりま

す。４で整理した課題のほかに、市等の関連計画の理念・方針を踏まえまして、本計

画における目標及び基本方針を次のとおり策定したいと考えております。 

 基本的な考え方としましては、一つ目に高齢化の進行、人口減少及び財政的制約な

どの厳しい環境が今後も続く中で、公共交通の維持・活性化にはこれまでにない新た

な取組が必要であると考えております。 

 二つ目に、将来にわたりまして、あらゆる世代が住み続けたくなるまちとするため

には、誰もが気軽に移動できる環境づくりが必要であると考えております。 

 最後、三つ目に、公共交通の維持・活性化には、市民など交通事業者及び行政の協

働による取組が不可欠であると考えております。 

 目標としましては、「住み続けたくなるまちづくりを目指し、次世代につなぐ新た

な公共交通網をつくります」としております。 

 基本方針としましては、三つございます。 

方針の１としまして、鉄道及び幹線バスを軸とする公共交通網の形成でございま

す。 

 方針の２としまして、まちづくりと連携した便利な公共交通網の形成でございます。 

 方針の３としまして、公共交通の活性化及び利用促進でございます。 
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 三木市が目指す新たな公共交通網のイメージとしまして、下にイメージ図を挙げて

おります。イメージ図の下のほう、赤いところに黒い線が走っておりますけれども、

こちらが主軸となる神戸電鉄粟生線でございます。その周りに赤く塗っておるところ

が、主にバス等でのアクセスを促進する地域としております。 

 緑の線でございますけれども、こちらがさきほどから出てきております幹線バス、

いわゆる広域、市外に延びるバスになっております。 

 また、紫は高速道路を走っております高速バスとなっております。 

 黄色いゾーンでございますけれども、こちらは地域に密着した公共交通、地域ふれ

あいバスであるとか、デマンド型交通等によるネットワークを形成する地域とさせて

いただいております。 

 水色の丸につきましては、地域拠点、公民館、主要なバス停等になっております。

こちらをイメージ図として挙げさせていただいております。 

 ページ一つ移りまして、３ページを御覧ください。 

 ６としまして、主な施策及び事業を挙げております。こちらの詳細につきましては、

今後検討予定でございますが、基本方針等を挙げております。本計画の目標及び基本

方針を達成するために、次の事業を実施したいと考えております。また、基本方針に

基づきまして、市内１０地域においても具体的な取組を展開したいと考えております。 

 基本方針の１としましては、鉄道及び幹線バスを軸とする公共交通網の形成でござ

います。一つ目としまして、粟生線の維持・存続に向けた活性化及び利用促進でござ

います。二つ目としまして、持続可能なバス路線網の形成でございます。 

 基本方針の２としまして、まちづくりと連携した便利な公共交通網の形成でござい

ます。こちらは、交通と「まちづくり」との協調・連携、交通と「福祉」との協調・

連携、交通と「教育」との協調・連携、交通と「観光」との協調・連携でございます。 

 基本方針３としまして、公共交通の活性化及び利用促進を挙げております。市民に

対するモビリティ・マネジメント、また企業等に対するモビリティ・マネジメントの

実施でございます。モビリティ・マネジメントといいますのは、一人一人の移動が社

会的にも個人的にも望ましい方向に、自発的に変化することを促すものでありまして、

アンケート等の、意見交換会等のコミュニケーションツールを用いまして、意識啓発

を行う取組などをいいます。こちらをモビリティ・マネジメントといいます。 

 三つ目に、市民等、交通事業者、行政の協働による公共交通の利用促進を挙げてお

ります。 

 七つ目に、数値目標としまして、こちらは今後策定予定になりますけれども、基本

方針１に対する数値、指標等が二つ、方針２に対する指標等が二つ、方針３に対する

指標等が二つ、合わせて六つの数値目標を設定しております。 

 最後に、４ページを御覧ください。８番、推進体制及び役割分担でございます。本

計画を確実に推進していくため、市民等、交通事業者及び行政がそれぞれの役割を分

担しながら、その役割を果たしていくことが重要であると考えております。 

また、Ｐｌａｎ（計画）、Ｄｏ（実施）、Ｃｈｅｃｋ（検証・評価）、 

Ａｃｔｉｏｎ（改善）のいわゆるＰＤＣＡサイクルに基づきまして、事業が適切に実

施されているかを検証し、事業の計画、検討、見直しを行いながら、各事業を推進し
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ていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○会長  

 このような形で公共交通網形成計画素案を作っていたところでございます。いろい

ろな論点があったかと思いますが、御質問ないしは、このような論点をどこかに載せ

たほうがいいとか、そういう点でもけっこうでございますけれども、何か御質問、御

意見あれば、御自由に言っていただければと思います。 

 ○○委員。 

○○○委員  

 それでは早速、基本方針２のところで、まちづくりと連携したというようなところ

が挙がっています。私とか○○さんとか、特に観光との協調・連携にみたいなところ

に対して、意見を述べさせていただくのが役割なのかなというふうに考えておりまし

て、その観点から概略版の２ページの左下、公共交通網のイメージ、この絵がありま

すね。これについてちょっと意見を述べさせていただきたいと思います。 

 観光という観点からいきますと、これでちょっと何か足りないなと思われるのが、

やはり駅から歩いて観光できるというような発想が、もうちょっと持っていただいた

ほうがいいのではないかなと。というのも、皆さんからすると、駅、そしてバスって

いうのは当たり前かもしれませんけれど、遠いところから観光に来られたかたが、例

えば恵比須駅で降りる。更に、そこからバスに乗ってというと、その段階でおそらく

観光を諦めると思うんですね。従いまして、ちょっと吉川のほうはそれがないので申

し訳ないんですけども、少なくとも駅から歩いてアクセスできるっていうことに関し

ては、観光に関しては非常に大切だろうなというふうに考えます。 

 ところが、翻って、駅の周辺がどれだけ歩いて周遊できるかっていうと、完全に自

動車社会になってしまって、駅周辺でも歩くのはあまりにも危険で、これはちょっと

観光には向いていないなというところが多数ございます。 

したがいまして、もし観光という視点で目を付けるのであれば、公共交通網のイ

メージの中に、やはり徒歩、それから駅からの徒歩圏の周遊できるようなところ、そ

して駅徒歩圏内の観光施設との連結、それから特にバスでしかアクセスできないとこ

ろがあったとしても、最寄りのバス停から観光施設までの徒歩のアクセス、とにかく

歩いてのことをもう少し考えていただきたいなというふうに思います。 

 以上でございます。 

○会長  

 ありがとうございます。返事するのはなかなか難しいかも分かりません。何か言う

ことがありますでしょうか。 

 おそらく論点というのは、非常に重要な話で、話を広げると、この絵でいくと、家

から行く三木市の幹線としての鉄道があって、いわゆる幹線的なイメージで緑のある

程度いわゆる足の長いバス路線があって、それをサポートするような交通が要ります

が、そこまでのヒエラルキーはいいですけど、実際には多くの人は徒歩とか、更には

自転車もあると思うんですが、そこら辺に対する絵がこの絵には出てこない。絵には

出てこなくても、中に出てくれば、まだいいんだと思いますけど、この辺の徒歩環境
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とか、歩行者、自転車、そのあたりについての配慮、もう少しあったほうがいいだろ

うという御意見に広がってくると思います。ちょっとそのあたりが検討課題かなとい

うふうに感じました。 

 それとおそらくもう一つお話があったのが、これも家から出るという矢印ばっかり

になっているので、三木市内の目的地がまるでないような形になってしまっているん

ですね。これも一緒に描くと非常にややこしい絵になっていくので、絵にするのは難

しいんですけど、三木市内の観光だけじゃなくて、生活拠点的な目的もあれば、オフ

ィス的な目的地もあるので、そちらのほうをどう表現するかということで、絵に描か

なくても文章にどう入れるのかっていうのを考える必要があるかなと思います。 

 一方で、事務局がちょっとかわいそうというか、さきほど言った三木市の総合計画

という、まちづくり全体をどうするっていう議論が今ちょうど進んでいるところです

ので、その議論を受けてこの絵をちょっと、目的地あたりに関しては修正するってい

う話になっていくのかなと思いますので、そことの整合性が要るのかなと思います。 

○○さん、何か。 

○副会長  

 総合計画については、まさに今年度から作成を始めたところです。具体的な計画で

先行していますのが、都市計画マスタープランっていう都市計画部門での計画が先行

しております。その中にも何点か公共交通をうたっている部分がありますので、それ

には整合をさせていくと。 

 それと、さきほど○○さんがおっしゃったように、なかなか絵にしていくのはちょ

っと難しいかなと。駅から徒歩圏内での観光地というか、要するに名所旧跡というの

はもう既にあるもので、それをどうやって表現していくのか、○○会長が言われたよ

うに、自転車を駅にレンタサイクルを置きましょうよとか、まちづくりの中でそうい

う表現をしていくことでカバーできるのかなと思いますんで、ちょっとそこは事務局

で持ち帰らせていただいて検討したいなと思います。ありがとうございます。 

○会長  

 いずれにせよ、数値目標をどうするのかですけど、たぶん公共交通絡みの利用のあ

たりが入ってくるということは、自動車に頼り過ぎないようなまちの交通にしましょ

うという話になっていくので、そうするとそのときにまちづくりと公共交通網と徒歩、

非常にセットのものと考えていかないといけないので、非常に大切な御指摘ですので、

そのあたりうまく生かしていただければと思います。 

○○○委員  

 今おっしゃっていただいたとおりでございまして、とにかくややもするとこの委員

構成も含めて、今ここに住んでいる人がいかに便利になるようにするかということが、

ややこの協議会は多いと思うんですけども、三木市はディスティネーション、目的地

になっていると。例えば、市役所が一つ目的地ですよとか、他にもいろいろジャスコ

にしろ、商店街にしろ、そういったところが実は目的地なんですよと。その目的地に

どういうふうに人を入れていくかというふうなことを考えると、発想が少し変わって

くると思いますので、ぜひよろしくお願いします。 

○会長  



－16－ 

 重要な話、ありがとうございました。他はいかがでしょうか。 

 ○○委員。 

○○○委員  

 １ページ目の本計画の策定に向けた課題の中で、課題５のところに住民との協働に

よる公共交通の認知ということなんですけども、現在も公共交通、三木市のほうでか

なりの検討をされているんですが、その中身を住民の多くは知りません。いろんなプ

ランを３年前にニコパカード導入以来、そのプランを公民館等、全戸配布も最初しま

したきりですよね。公民館等にはそれらの案内があるわけですけども、その後のフォ

ローがないですね。住民には最初に全戸配布しても、そのときは見てもすぐに忘れて

しまう。それで知らないということを一方的に言っているのが現状でして、もうちょ

っとやはり半年ないし１年単位でフォローを掛けると。現在、公共交通の出前講座を

されてますけれども、なかなか積極的ではないと思います。 

したがいまして、もうちょっとこのあたりを非常にしっかりした策定ができたに

も関わらず、利用率が低いのは、住民の皆さんが知らないためなのか、本当に利便性

が悪いのか分からないわけですよね。この辺をしっかりフォローを掛けると。 

 前にもちょっと言ったんですがね、民間企業はよくこういう商品満足度というのを

調査するんだと。これが品質の勝負なんだというようなことを言ったことがあると思

うんですが、こういうことをしっかりやっていって、今あるものでいいものがあるん

だけれども、皆が知らないというものがけっこうあると思うんですよね。ですから、

こういう公共交通の認知と利用促進ということに限っては、本当に利便性が悪いのか、

認知がされていないためにそうなのかというのがはっきり分からないわけです。そう

いうところがありますんで、ここの認知という点について、もうちょっと課題として

本当に具体的に取り組んで、今後策定したら５年間ですよね、５年間ほったらかしじ

ゃなしに、１年単位でしっかりフォローを掛けて、国交省の認可を取らなきゃいけな

いことになった場合には、大変な作業だと思うんですけれども、変更した後に早いう

ちにフォローを掛けて、住民への要望に対応していく。あるいは、認知を十分に図っ

ていくというようなことをやっていただきたいと思います。 

 以上です。 

○会長  

 ありがとうございます。事務局、何かありましたら。 

○事務局  

 ありがとうございます。計画につきましては、モビリティ・マネジメントの推進を

掲げさせていただいておりますので、住民への意見交換であるとか、広報の啓発であ

るとか、あらゆる手段がありますので、媒体等を通じまして積極的に推進していきた

いと思います。ありがとうございます。 

○会長  

 ありがとうございます。これも重要な指摘で、広報資料を作ることが目的になって

しまったりとか、バスを走らせることが目的になってしまっているという、そういう

そごの問題になりますので、このあたりをフォローしていかないと、特に効率化を図

らないといけないと言っているだけに、うまく住民と向き合ってやっていく必要があ
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ると思うので、そこは事務局が発言をベースにしながら、ぜひやっていただきたいと

思います。 

 他はいかがでしょうか。○○委員。 

○○○委員  

 概要版のほうの２ページに目標を掲げていらっしゃって、「住み続けたくなるまち

づくりを目指し、次世代につなぐ新たな公共交通網をつくります」と。今、○○委員

のほうからもありましたように、住んでいらっしゃるかたの視点から言うと、住み続

けたくなるまちづくりということなんでしょうけれども、鉄道の維持・存続からと言

いますと、外から来ていただくという観光の観点は本当に重要でございまして、さき

ほどの意見と同じではございますが、そういったあまり限定しないような感じにして

いただいたらというところと、後、違和感を感じたんですが、「新たな公共交通網を

つくります」と書いてあるんですけども、新たな公共交通網をつくるのかなというよ

うな、今あるものを使い勝手が悪いんだったら使い勝手のいいように変えていくって

いうことでしょうし、やはり御意見がありましたように認知がされてないようでした

ら認知をさせていくと。そういうことだと思うので、ちょっと何か目標がこれでいい

のかなというような感じがします。 

 それと、これは図にすると難しいのかなと思うんですけれども、ちょっと理解の確

認をさせていただきたいんですが、２ページの下に図が描いてあって、地域ごとに考

える交通網のあり方が違いますよと、いわゆる農村部と市中とは違うんだという意味

でこういう図だと思うんですけれども、最終版においては、地区ごとにこういう考え

方ですみたいな整理をされるのか、その辺の確認をさせていただいたらなと思います。 

 以上です。 

○会長  

 事務局、何かありますか。 

○事務局  

 まず、最後の地区別の計画の件ですけれども、こちらは第７章を作らせていただき

まして、こちらで地域別の具体的な取組等を今後入れさせていただきたいと思ってお

ります。 

 また、市内在住のかただけじゃなしに、市外からお越しのかた等もおられますので、

ちょっとこの言い回し等につきましては、また今後の計画案の際にはちょっと考えさ

せていただきたいと思います。 

○副会長  

 失礼します。「新たな」というようなところの御指摘を実は今いただいておりまし

て、ここの部分については、要するに効率化の問題、財政的な制約の問題と、いろい

ろな問題が公共交通について出ております。ですので、いわゆるゼロベースに立って、

真っ白とは言いませんが、ゼロベースに立ってもう一度市内の公共交通、鉄道は別と

しまして、特にバス交通についてはそういう視点を持って見直そうという意味で「新

たな」ということなので、当然委員が指摘されたようにあるものは残し、別のものに

ついてはある程度変えていく、あるいは全くそれをなくしてしまう、いろんな手法が

あると思うので、いわゆる改編という意味では改編なんですが、あえてこういう言葉
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遣いをさせていただいておりますということで、そこはちょっと御理解いただけたら

なと思います。 

○○○委員  

 私自身は説明を聞けば理解するんですけど、言葉だけでいくと誤解も生じるのかな

と思っただけですので。 

○副会長 

 ありがとうございます。もうちょっと易しい言葉があれば事務局のほうで検討して

みます。 

○会長  

 表現は御検討ください。見せ方というか、概要版の作り方でも、目標を基本方針１、

２、３とぽんぽんぽんと書かずに、もうちょっと説明をそれぞれ付けることでも中身

が変わるし、誤解を招かなくていいかと思いますので、それも御配慮いただければと

思います。 

実は、「住み続けたくなる」というのは、今の都市マスの将来像が「誇りを持っ

て暮らせる三木」ということで、同じような、ちょっと違うような、ここら辺の整合

性を市の中ではちゃんと作っていただいて、魅力ある三木市にしていこうという話だ

と思いますので、そのあたりは分かるような形にしていただけたらなと思っておりま

す。皆さんの思いもそこにあるだろうなと思います。 

 他にいかがでしょうか。 

 ○○委員。 

○○○委員  

 資料４の公共交通網形成計画の策定スケジュールの見直しについて、新しいスケジ

ュールは出ているんですけども、今、区長協議会では三木市の行政のほうから、市政

懇談会の要請が出ております。だいたい１１月３０日までにということになっており

ますが、おそらく各地区ともに１０月、１１月に集中するのではないか。まだ日程はは

っきりしておりませんが、予定としては８、９、１０、１１のうちのどこかで、１０地

区の市政懇談会を随時入れていくということになっておりますけども、この中にこうい

った公共交通に関する内容が地域の提言として挙がってくるんじゃないかと思うんで

すけども、これ１１月に計画を策定されて、１２月から住民説明会ではちょっと日程

が整合しないなというふうに思うんですけども、この辺はどうなんでしょうね。 

○副会長  

 今お伺いしている住民懇談会の日程、１０地域、出揃っているようです。今日いた

だいたところで、スタートが９月２０日、最終が１１月２７日とおおむね２か月でと

いうことで、実はですね、私どももこれに合わせて、いわゆる意見交換会、公共交通

網計画の意見交換会というところを考えているんです。ただ、市政懇談会の場合はも

ともと、例えば地域のかたからこういうお困りの事情があるので「これはどうなん

や」、「こういう案件はどうなんでしょうか」という意見をいただく。それに対して

市のほうが答えていくという場ですので、今のところは一緒にやるのか、または別の

場を設けさせていただいてやるのか、最終的に決まっていません。たぶん市政懇談会

の中で大きな案件がぽんと出てくれば、我々の公共交通網計画の意見交換会はひょっ
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としてはじき出されてしまう可能性もありますので、できるだけこの日に合わせるよ

うに、所管の市民協働課にお願いしているところです。 

○○○委員  

 できれば合わせたほうが、我々住民のほうからしても、整合が図られていくなとい

うふうになるし、今のままじゃ整合しないんじゃないのと、せっかく提案やなんやし

たのに、これじゃ入らないんじゃないのというような日程があるんで、ちょっとそう

いうちぐはぐにならないほうがいいなという、ちょっと私の提案ですけどね。 

○事務局  

 できるだけ案のほうについては早く仕上げて、我々としても何度も住民のかたに集

まっていただくのは申し訳ないので、できるだけこれに合わせ込んでいくというふう

に作業を進めるつもりです。 

ただ、１回目はもう９月２０日ということで、おおむね３か月先ですか、その間

になんとか固まればというところで作業をやっていくつもりです。 

○○○委員  

 分かりました。 

○会長  

 他にいかがですか。 

○○○委員  

 さきほど○○さんのほうからもありましたデマンド交通の件なんですけれども、さ

きほど事務局のほうからの回答の中で、タクシーとの住み分けが必要なので自宅の前

までは行けないというようなお話があったと思います。それで、ちょっとそこのとこ

ろに非常に違和感を感じたんですけれども、どうなんでしょう、デマンド交通ってい

うのは字面だけ見たら、それこそ家まで来てくれそうなやつなんですよね。また、そ

れだけのことでなければ、自宅の辺まで来てくれなかったら、デマンド交通ってなか

なかニーズがないんじゃないかなとも思うんです。 

 一方、タクシーのほうに負担を掛けると困りますよってことなんですけれども、私

どもの会社のほうで実施した事例を一つ紹介させていただきたいんですけども、私ど

もの会社でもかつてバスを１台取って、社員の送迎をずっとやっていたんですね。そ

れがどんどんどんどんバスで通勤する人間が減って、そしてあるときふと思い付いて、

全部タクシーによる送迎に切り替えたんです。そしたらコストが半分以下やったんで

すね。要は、たいしてニーズがないのに大きなバスを走らせているということが、非

常に実は無駄なことだったと。社員も数人まで減ってしまっていたんで、その社員は

タクシー通勤をしているんですけども、一見すごい生活に見えるんですけれども、コ

ストは半分以下、３分の１か４分の１ぐらいやったんです。というようなことから考

えたら、デマンド交通の一番の、やりやすいデマンド交通っていうか、究極のデマン

ド交通はタクシーだったり、あるいはその先にあるウーバーみたいな、そのものが究

極のデマンド交通じゃないかなというふうに思います。ですから今後検討するときに

は、ぜひ例えば行政とタクシーとのタイアップですとか、あるいは行政がそういうサ

ービスを行うのに、ウーバー的なああいうものが使えないかですとか、そういうもの

も勘案していただければ、おそらく三木市は「すばらしい住みよいまちや。しかも行
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政コストは低いぞ。」みたいなことができるんじゃないかなと。これは可能性ですけ

ども、ぜひそういう可能性を、検討のときに、そういうものをはなからタクシーに影

響を及ぼすからとりあえず止めておいて、自宅から離れたところのどこかまで行くだ

けのことを考えようなんていうことではなくて、もっと先進的なことをがんがんやっ

ていただければというふうに思います。 

 以上です。 

○○○委員 

 みんな期待していますよね。デマンド交通といったらウーバーじゃないですけれど

も、そういうふうにイメージしてしまっていますからね。そういうことを期待してい

るということですね。 

○会長 

 事務局、どうぞ。 

○事務局  

 事務局からちょっと説明をさせていただきます。さきほど事務局のほうから説明し

た内容につきましては、運行形態そのものをこれから検討していくという段階でござ

いまして、今日御提示させていただいたのは、デマンドに向けて導入検討方針である

とか大きなところでございます。それで、今年度は具体的に導入を入れていく地域を

決めていきますし、その地域にふさわしい運行形態をこれから決めていくということ

でございます。その中におきましては、部会においてタクシー事業者さんも委員とし

て入っていただいておりますので、利害等を調整しながら、よりより形で三木市にふ

さわしい運行形態を取り入れていきたいということで、ちょっと補足させていただき

たいと思います。 

○会長  

 利害の調整というのは表現が生々し過ぎて、法律的にちょっと問題があるんですけ

ど、そうではなくて、ある意味究極のデマンド交通としてタクシーがあるんですけれ

ど、タクシーでは需要を賄っていないというのは、住民のかたから何かおっしゃって

いるんで何か入れないといけないですけど、住民のかたからすれば、たぶんタクシー

より安く乗りたいっていう、でもタクシーでなんとか採算が取れるように安くしたら、

採算を取るのがどんどん難しくなっていきますんで、それをどう工夫していくのかと

いう議論になっていくんだろう。そこで税金を入れてくださいって言われたら、もう

一つあれなのかも分からないけど、そうするとなんでそこに入れなあかんのっていう

議論もさばかないといけないですよね。それはまた別の話になるので、すると今のタ

クシーと違った形でウーバーの話もされていますし、他に乗合タクシーとかいろんな

アイディアがありますので、そのあたりをうまく議論していこうというのは意識して

おりますので、結論的には便利になることを考えましょうよと。ただ、ウーバーに対

しては○○さんが答えていただいたほうがいいと思いますけど、日本の場合は制度的

な制約があるんで、使える範囲をちょっと考えなくてはいけないのかなと思います。 

○○○委員代理  

 兵庫陸運部の輸送部門の○○です。○○先生に御紹介いただいたような法体系の部

分で言うと、私どもが所管している運送事業をやっていただいているような道路運送
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法という法律の中で、バスとかタクシーのほうが動いていただいているんですけれど

も、やはり安全・安心というところで、よくラストワンマイルというところでどこも

お悩みなんですけれども、それをどういうふうに確保していくかっていうところで、

やはりウーバーとかライドシェアという話、いろいろなところで話は出てきています

けれども、やはりそれを運送事業から取って代わるという形になれば、まず第１の目

標として、お客さんをとにかく安全に運ぶというところの部分の担保というところは、

どうしても運送事業と比べると担保されていないところの部分で、ボランティア移送

なんかの話もあるんですけれども、現状、運送法の話としてウーバーとかっていうの

は日本の国内ではまだ認められていないという現状で、いろいろ検討もなされてると

ころですけれども、そういう話でして、こういうところの部分については、お客様を

安全・安心で運ぶというところの部分を第一に考えるべき必要だろうかと思いますの

で、その観点を大事にしていただきながら、考えていただけたらと思っています。 

 以上です。 

○会長  

 とはいえ、そんなことばっかり言っている時代ではたぶんないので、検討をいろい

ろやっていただいて議論をしていく工夫は他にもあるかと思っています。 

あまり法律と正面からけんかして工夫するのは、特区か何かを先に取っていただ

いてからでないとできないので、ちょっとこの会議で議論はできないかなと。 

 他はいかがでしょうか。 

○○○委員代理  

 続きまして恐縮です。３番の公共交通の現状等の２４ページのところでタクシーの

話が出ましたんで、２４ページの（５）のタクシーのところなんですけれども、御説

明をしていただいているところで、駅とか、各事業者の営業所とか、三木市役所等々

に待機しているというところを書いていただいているんですけど、どこの地域でどこ

ら辺までカバーしているみたいな話っていうのは、かえって難しいような話になるで

しょうか、この部分を網形成計画に入れるというような話。協会さんの御意向なんか

も確認していただきながら、もしそういうのも踏み込めるのであれば、そういう記載

というのも方法なのかなと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○会長  

 ○○さん、何かありますか。 

○○○委員  

 タクシー協会の○○です。そうですね。私ももうちょっと詳しく書いたほうがいい

のかなというのが思った部分なので、ちょっとどこまで情報を出せるか確認して、ま

た早目に御連絡したいなと。エリアでは３社でまたがっているので、どう表現するか

っていうのも、ちょっとこちらで考えたいと思っています。 

 以上です。 

○会長  

 そのあたりは工夫をしていただきたいと思います。それを言い出すと、神戸交通圏

からのタクシーがたくさん入ってきているので、そのあたりも含めてどうするのかと

いう話があると思いますので、それも含めて考えたいと思います。 
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数値目標なんかは、何か議論が始まっているんでしょうか。 

○事務局  

 計画に入れる数値目標については、正直これからの策定ということになってまいり

ますけれども、昨年度、先行して作っております粟生線の網形成計画でありますとか、

やはり指標化することができる、年度において数値目標を比較することができる指標

が大事であろうと思いますので、そのあたりの計画も参考にしながら、今後、早急に

固めていきたいと考えております。 

○会長  

 ほか、いかがでしょうか。市民代表に出てきていただいておりますが、何かござい

ませんでしょうか。 

○○○委員  

 また何回も言いますけども、今から５年後までの計画、国交省のかたもおられるん

ですけれども、自動運転というのは、公共交通に何か検討の値打ちがあるのかないの

か、ちょっと突拍子もない話かもしれませんが、どうなんでしょうね。 

○○○委員代理  

 自動運転というのは、さっきの話の続きもあるかもしれないですけど、バス停から

家までちょっと坂があったりとかっていうところの部分で、お年寄りのかたをどこま

で運ぶとかいうニーズのところの手段の一つとして、今いろんなところで実証実験等

がなされてる段階で、ステップが１から４ぐらいまであって、４が最高基準であるっ

ていう形なんですけど、２から３のレベルでの検討段階、いろんな地域が検討されて

いると。東京オリンピックが２０２０年にありますんで、そのあたりでそういうのも

確保の一つの材料として、それぞれの地域のところで検討がなされているというよう

なお話ぐらいでしかないんですけど、よろしいでしょうか。 

○会長  

 たぶん５年ではちょっと難しいと思うんですけど、バス会社さんも意見をされてい

ますし、鉄道会社さんはもうやっているというべきなのか、そんな議論があって、普

通の乗用車の議論は新聞によく出ているようにありますし、更に物流業界のほうでも

議論が進んでいる。法体系がどう追いつくか。それが進めば早い段階で入ってくるか

と思います。完全な手放しの無人にはならないので、そうするとコストが掛かるって、

例えば人件費が下がるかも分かりませんがゼロにはならないので、５年間経ったらそ

の段階だと思います。ということは、やっぱり１０年は掛かるので。ということはで

すね、１０年先の話は５年の更に５年先ですから、意識はしていないといけないと思

いますね。そういう段階かなというふうには思います。 

○○○委員  

 はい、分かりました。 

○会長  

 ○○さん。 

○○○委員  

 神姫バスの○○です。自動運転につきましては、いずれ導入等を考える時期が来る

かもしれませんので、弊社としては今は実験等には積極的に取り組んでおります。 
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ただ、導入については慎重に考える必要があると思います。五つほど申し上げま

す。 

まず、安全技術ですね。これは非常に大事なところで、アメリカではウーバーが

死亡事故を起こしている、そういったところがありますので、まずは安全技術。 

 それから二つ目が、法に基づいて法令遵守していく。今は日本ではなかなか交通は

２０２０年に向けて整備をされていくという段階で、今の時点では乗合いでうまくで

きるのかどうかというのは今は未知数のところで、きっちりと法に基づいてやってい

くということ。 

 それから三つ目は、関係者の協力が非常に重要ですね。事業者単独ではできない。

あるいは、自治体単独ではできない。そういった関係で、自動運転車ってなかなか技

術が結集したものですので、個々が単独では何もできませんので、関係者の協力が必

要ですね。 

 それから四つ目としては、受容性というところで、地域のかたの受け入れ態勢です

かね。あるいは、道路環境、インフラが持ちこたえられることができるのか。あるい

は、地域のかたが自動運転に関する知識を知っていただくということ。自動運転車と

いうのは、今の段階では横断歩道では人が止まっていたとしても、自動運転車はそれ

をものがあるなっていうことだけ認識しますけれども、道路交通では止まらないとい

けないんですけど、通り過ぎてしまった、そういった特徴があります。そういったと

ころは改善していく必要があるかもしれないですけれども、自動運転車っていう特徴

を地域のかたにも知っていただく、そういったところが必要です。 

 そして五つ目としては、やはりコストが非常に高いと思いますんで、ビジネス化で

きるかというところ、そういったところをクリアにしていく必要がありますので、

我々としては実験を通して可能性を探る段階でございます。 

○会長  

 今、○○さんのお話で、全然違う話を思い出したんですが、形成計画にストレート

に入っているケースは少ないですけど、実はドライバー不足っていう問題が、バス、

タクシー等に鮮明に出ておりまして、もう少し人口の少ないエリアでいくと、ドライ

バーがそろわないので路線はカットという話が出始めています。形成計画の議論する

時に扱わざるを得ないという問題、そのあたりについてここで制約条件としては、少

しどこかで書いておく必要性があると思いますし、また、そのあたりのこともちょっ

とデータのほうを見ながら、必要に応じてやるのか、そういった議論もちょっと含め

てさせていただきたいと思っています。けっこうこの先シビアな話が起きますかね。

いかがですか。 

○○○委員  

 ドライバー不足につきましては、バス業界では特に大きな課題となっております。

ですので、それに対応するために、我々としましては対応策ということで、まず女性

乗務員を確保できるように営業所の施設を女性専用休憩所だとかトイレ施設、そうい

ったところの整備から手掛けていくというところで、男性社会の事業だけじゃなく、

女性でも働きやすいような環境整備をするいうところで、女性の運転手の対策を進め

ていく。 
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 それから二つ目は、大型免許といいますと３年経たないと大型を取れませんので、

その時点で他の他社さんの、異業種のほうに就職されるかたがいらっしゃるというこ

とで、昨年から高校生、卒業生をステップアップドライバーという肩書で採用しまし

て、大型免許が取れるまでは整備の技術を磨いたりだとか、そういったことで早目に

採用するような活動。 

そして最後に、会社として専用の採用できる部署を設けまして、この９月から取

り組んでいくところで、例えばこの近辺でいいますと、山陽道の三木のパーキングエ

リアの食事するところのテーブルを見ていただいたら分かると思うんですけど、神姫

バスの採用のシールが張ってあるだとか、あらゆる手段を取りながら採用していると

いう状況で、それほど厳しいような状況でありますので、もし御近所に運転手になり

たいというかたがいらっしゃいましたら、御紹介いただけるようでしたら飛んでいき

ますので、よろしくお願いしたいと思います。そういった状況です。 

○会長  

 せっかくだから言いますと、市も財政が苦しくなって効率化って話になっています

けど、バスのコストを考えて、公共交通のコストがこれ以上効率化が難しいという、

そういうことで、でも、魅力ある三木のためにしっかりと次の世代のためのコスト削

減で残さないといけない。そういう議論していかないといけないというところにきて

いるのかなと。そのあたりのことが厳しい状況になっているところがあるかと思って

います。 

 他はいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

まだ素案の段階ですので、ただ方向性を今日の議論から１８０度変えると、何の

ために議論をしているか分からないので、この素案に本日いただいた御意見、特にま

ちづくりと公共交通とか、住み続けたくなるまちづくりになるために次世代につなぐ

公共交通網をつくる、公共交通網をしっかりつくるんだけど、当然それは徒歩環境も

含めた、自転車環境も含めた、まちづくりとセットになって交通を考えていきましょ

うと。交通の全体を考える中で、公共交通網をしっかり位置付けましょうというとこ

ろがしっかり分かるようにしてほしいという御要望がありました。そこが一番大きな

今に対する追加の話としてあるかなと思います。それ以外にも、図の示し方とか、説

明の仕方という議論があったかと思いますんで、そのあたりをちょっとフォローして

いただく。そういうところを踏まえながらも、この素案の方向性で検討を進めていく

ということで、御了解いただけますでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○会長  

 ありがとうございます。それではちょっと何点か宿題は残していますけど、それは

方向性を強化するものだというふうに思っておりますので、その方向性で議論を進め

ていきます。 

 それでは、素案のほうは基本的に骨格としては承認されたという形にさせていただ

きたいと思います。ただ、いくつかコメントを出した点もありますが、そのあたりは

今後うまく生かしていきたいと思いますので、次の検討会で生かせていないなという

ところがあったら突っ込んでいただければいいと思いますので、そのときはよろしく
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お願いしたいと思います。 

 こちらのほうで準備した議題はここまでなんですが、何かございますでしょうか。

よろしいですか。そしたら今日の私の仕事はここまでなので、事務局へお返しします。 

 

８ 閉会 

○事務局  

 ○○会長におかれましては、司会進行をいただきましてありがとうございました。 

 それでは、閉会に当たりまして、本協議会の副会長であります○○部長のほうから

御挨拶を申し上げます。 

○副会長  

 それでは本日、委員の皆様におかれましては、三木市地域公共交通網形成計画（素

案）について、慎重に御協議いただきましてありがとうございます。 

 特に、外からの来訪者についてもう少し配慮すべき、あるいは住民への周知・ＰＲ、

また例えば市の上位計画との整合性、またデマンド交通についてもう少ししっかりと

いうようなこと。あるいは、タクシーの運行エリアのもう少ししっかり書いてくださ

い、それからいわゆる公共交通を運行していただいている運転手さんの後継者不足、

そういったところも計画の中に入れてはどうかということをお聞きしております。非

常に貴重な御意見をいただいておりますので、今後事務局のほうでしっかり議論いた

しまして、計画に反映させていけたらと考えております。 

 本日は長時間にわたりまして、どうもありがとうございました。今後ともこの会議

につきましては継続をいたします。最終的に今年度、平成３０年度末には計画をしっ

かりした形で作り上げていきたいと思いますので、皆様におかれましては、御協力と

御理解をよろしくお願いしたいと思います。 

 本日はどうもありがとうございました。 

○事務局 

 それでは、これをもちまして第３回三木市地域公共交通検討協議会を閉会いたしま

す。委員の皆様におかれましては、今後とも三木市の公共交通に関する取組につきま

して御協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。本日は誠にありがとうござ

いました。 

 

 


